
人・牛・大地の融合

小栗隆・美笑子

ロマン実らせた放牧酪農



八雲町



小栗牧場の経営概要

♪ 面積：約６０ｈａ

♪ 頭数：成牛４６頭、育成牛２４頭

♪ 経産牛１頭当たり乳量：７，２３７㎏

♪ 年間出荷乳量：３１２ｔ

♪ チーズ工房向け乳量：１，６００㎏

（平成１８年現在）

♪ 労働力：４人



放牧酪農の経緯

牛にも人にも無理をかけない・させない

牛にできることは、牛にやってもらう

経営理念



放牧酪農への歩み
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育成用放牧区

放牧地の管理

一般道

放牧地全体が見渡せる！新住宅

区切りを無くし大牧区に変更した



掃除刈りで草丈を揃える



放牧地・採草地の施肥管理

3,500尿5,000堆肥500炭カル6.6兼用地

3,500尿5,000堆肥500炭カル34.1採草専用地

500炭カル16.4放牧専用地

（㎏/ｈａ）（㎏/ｈａ）（㎏/ｈａ）
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○放牧・採草地は無化学肥料

○微生物資材（ふん尿）を活用



月に１～２回行う堆肥の切り返し

発酵熱により雑草の種子も死滅





粗飼料の栽培と収穫調製粗飼料の栽培と収穫調製

９月上旬～９月上旬～３番草ラップサイレージ３番草ラップサイレージ

７月上旬～８月上旬７月上旬～８月上旬２番草ラップサイレージ２番草ラップサイレージ

５月下旬～６月上旬５月下旬～６月上旬１番草ラップサイレージ１番草ラップサイレージ

収穫調製時期収穫調製時期



1番草サイレージの栄養価
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飼料給与管理
配合飼料は、ＮＯＮ－ＧＭ（遺伝子組み換えをしない）

ＰＨＣＦ（収穫後に農薬散布をしない）

原料を使った飼料を給与

農家名を消費者へアピールすることで、
生産者の生産責任を明確にしている。

函館酪農公社企画によるプレミア
ム牛乳「緑と牛と大地」 地域の

酪農家１１戸が参画



製造販売しているチーズ

夢とゆとりの実現：チーズ工房夢とゆとりの実現：チーズ工房

新住宅１Ｆに設置されたチーズ工房

商品は自宅で直売を行うとともに、

地元のホクレンショップでも販売。



牧草地

－小栗牧場の資源循環－

堆肥（家畜ふん尿）
の還元

ミミズや微生物による分解 マメ科草根粒菌によ
る空中窒素の固定

高栄養の放牧地

○肥料成分の供給

○地力の維持増進

牛乳、チーズの生産
良質牧草を腹一杯給与

ふん尿の切り返しによる堆肥化

堆肥化されたふん尿
の散布

良質牧草の保管
牧草の収穫

ま と め

○放牧酪農の可能性…



ご静聴ありがとうございました。


